別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：保健予防諸費
	事業名:ハンセン病対策推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　健康福祉部　保健医療課　精神保健福祉担当　電話番号：058-272-1111（内2545）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：8,700千円（前年度予算額：8,703千円）

	事業内容


	１　事業の内容


【現状】

　　全国7か所の国立療養所に入所している岐阜県出身者は、平成２３年９月末現在32人。平均年齢83歳と高齢化が進行している。入所者は、今もなお、社会からの差別や偏見に苦しんでおり、社会復帰は可能となったが、現状では療養所生活を余儀なくされている。

【内容】

１　ハンセン病療養所入所者里帰り事業（3,105千円）

ハンセン病療養所入所者の方に里帰り事業等に参加してもらい、ふるさと「岐阜」
を肌で感じていただく。参加できない方には土産物を送付し、気持ちを和らげていた
だく。
２　ハンセン病療養所入所者支援事業（5,031千円）

　　ボランティアネットワークを活用したハンセン病療養所入所者への支援事業。

３　ハンセン病療養所入所者人権回復普及啓発事業（564千円）

　　県民がハンセン病による偏見・差別の実態を理解し、ハンセン病に対する正しい知識を持つために、講演会の開催、県内高等学校への副読本の配布を実施する。
	２　所要経費


　ハンセン病対策推進事業費　 8,700千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

　　３．障がいのある人が個性を発揮して暮らせる地域をつくる
	２　これまでの取組状況


昭和５６年度から取り組んでいる。
	３　これまでの取組に対する評価


療養所入所者が切望する里帰りを継続しつつ、故郷との絆の復旧を図っている。また、人権の重要性を考える機会を提供し、ハンセン病による偏見や差別の解消につなげている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	8,703
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,703

	要求額
	8,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,700

	決定額
	8,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,700


